






要約 

 (1)超未熟児のくる病予防上の1α-D3の効果を検討した。1α-D3の投与量は0.02μg/kg/

日とし,Al-Pase 上昇後は 0.1～0.2μg/kg/日とした。 

 (2)Al-Pase の変動を指標にくる病予防効果を見ると,低 P 血症を認める時には Al-Pase

が高値となり,Vit D と同時に P を十分に投与することが必要であり,特に母乳のみで哺乳

中の超未熟児では Pの補充が必要であった。 

 (3)Al-Pase 値は亜鉛欠乏のために低値となる例もあり,亜鉛添加も超未熟児に対しては

必要であるとの結果が得られた。 


